
 

 

 

■背景 

車は近い将来、人や物に加えてサービス（空間）を運ぶようになる。 

車両と分離された空間は、建築物としての基準を満たす必要があり、簡単に設置及び移設ができない。 

車輪の有無で、基準が大きく変わるのは不条理では？ 

 

 

 

■目的と研究内容 

安全で良質な移動空間の普及を目的として、 

簡単に移設できる「移動式小規模建築物」を新たに定義し、その基準、法令等の具体案をまとめる。 

 

■アウトプットイメージ 

簡単に移設して継続利用が可能なため、 

社会・事業者・使用者のみんなにメリットがある。  
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